
 

                                     

 

 

マ
ー
テ
ィ
ン
・フ
ォ
ー
ウ
ッ
ド
氏 

  

核
汚
染
の
監
視
活
動
を 

続
け
て
二
十
年
余 

 

セ
ラ
フ
ィ
ー
ル
ド
再
処
理

工
場
の
あ
る
イ
ン
グ
ラ
ン
ド

北
西
部
カ
ン
ブ
リ
ア
地
方
の
、

《
環
境
の
放
射
能
汚
染
に
反

対
す
る
カ
ン
ブ
リ
ア
人
の

会
・
Ｃ
О
Ｒ
Ｅ
》
の
活
動
家
、

マ
ー
テ
ィ
ン
・
フ
ォ
ー
ウ
ッ
ド

さ
ん
の
来
日
を
機
会
に
報

告
会
を
開
催
し
ま
す
。 

 
《
Ｃ
О
Ｒ
Ｅ
・
コ
ア
》
は
一
九

八
〇
年
に
核
燃
料
が
セ
ラ

フ
ィ
ー
ル
ド
に
運
び
込
ま
れ

る
の
に
反
対
す
る
た
た
か
い

の
中
か
ら
生
ま
れ
ま
し
た
。 

最
近
の
十
年
は
セ
ラ
フ
ィ

ー
ル
ド
に
あ
る
ソ
ー
プ
再
処

理
工
場
を
停
止
す
る
た
た

か
い
や
、
英
国
の
核
廃
棄
物

局
が
国
内
と
海
外
の
廃
棄

物
を
埋
め
る
た
め
、
湖
水
地

方
の
湖
畔
に
深
地
層
処
分

場
を
建
設
し
よ
う
と
し
た

計
画
を
阻
止
す
る
な
ど
、
い

く
つ
か
の
大
き
な
活
動
に
取

り
組
ん
で
来
ま
し
た
。 

 
 

 
 

 

気
象
庁
か
ら
《コ
ア
》へ 

マ
ー
テ
ィ
ン
・
フ
ォ
ー
ウ
ッ

ド
さ
ん
は
現
在
六
二
歳
。
英

国
ウ
エ
ー
ル
ズ
地
方
の
生
ま

れ
で
す
。
様
々
な
職
業
を
経

て
気
象
庁
に
勤
め
ま
し
た
が

一
九
八
五
年
か
ら
、
《
コ
ア
》

の
活
動
に
加
わ
り
放
射
能

環
境
汚
染
と
闘
い
続
け
て
い

ま
す
。 

現
在
は
セ
ラ
フ
ィ

ー
ル
ド
か
ら
約
二
五
キ
ロ
の

町
に
パ
ー
ト
ナ
ー
と
共
に
住

ん
で
い
て
、
三
人
の
成
人
し

た
娘
の
父
親
で
も
あ
り
ま

す
。 

  

最
も
美
し
い
海
岸
だ
っ
た 

 
 

セ
ラ
フ
ィ
ー
ル
ド
付
近 

 

再
処
理
工
場
の
あ
る
カ
ン

ブ
リ
ア
地
方
は
、
古
生
代
の

火
山
活
動
で
出
来
た
湖
水

の
美
し
い
景
観
で
有
名
で
し

た
。
し
か
し
、
一
九
七
〇
年

代
の
大
規
模
な
放
射
能
垂

れ
流
し
に
よ
っ
て
、
海
底
土

壌
は
放
射
能
に
よ
っ
て
汚
さ

れ
、
現
在
で
も
セ
シ
ウ
ム
や

プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
が
検
出
さ
れ

て
い
ま
す
。 

 

地
元
に
生
活
し
環
境
を

守
る
た
め
に
活
動
を
続
け
て

き
た
マ
ー
テ
ィ
ン
・
フ
ォ
ー
ウ

ッ
ド
さ
ん
の
報
告
会
に
是
非

お
集
ま
り
下
さ
い
。
。 

 

м
・
フ
ォ
ー
ウ
ッ
ド
氏 

報
告
会
成
功
の
た
め
の 

百
人
委
員
会 

 

十
月
二
十
日
、
盛
岡
市
内

に
、
十
余
人
が
集
ま
り
、
マ

ー
テ
ィ
ン
・
フ
ォ
ー
ウ
ッ
ド
氏

報
告
会
の
企
画
を
話
し
合

い
ま
し
た
。 

 

今
回
の
報
告
会
の
目
的
は

実
際
に
稼
働
し
汚
染
が
始

ま
っ
て
い
る
セ
ラ
フ
ィ
ー
ル
ド

再
処
理
工
場
の
現
状
報
告

を
受
け
、
私
た
ち
の
六
ヶ
所

再
処
理
工
場
を
稼
働
さ
せ

な
い
運
動
に
繋
げ
て
ゆ
く
こ

と
に
あ
り
ま
す
。
「
再
処
理

工
場
の
放
射
能
で
三
陸
の

海
を
汚
し
て
は
な
ら
な
い
」

と
い
う
共
通
認
識
の
も
と

報
告
会
を
成
功
さ
せ
た
い

も
の
で
す
。 

 

報
告
会
は
、
賛
同
す
る
市

民
に
よ
る
手
作
り
の
運
動

を
め
ざ
し
ま
す
。
マ
ー
テ
ィ

ン
・
フ
ォ
ー
ウ
ッ
ド
氏
報
告

会
成
功
の
た
め
の
「
百
人
委

員
会
」
へ
の
多
く
の
方
々
の

参
加
を
呼
び
か
け
ま
す
。 

 

◎
連
絡
先 

電
話
・Ｆ
Ａ
Ｘ 

 

〇
一
九
ー
六
六
一 

―
六
七
二
六
（森
方
） 

◎
報
告
会
実
現
の
た
め 

 
 

一
口
千
円
の
カ
ン
パ
を 

 

郵
便
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替
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座
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〇
二
二
四
〇
― 

五
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〇
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五
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口
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名
称 

 

三
陸
の
海
を
放
射
能
か
ら

守
る
岩
手
の
会 

資
料
に
百
人
委
員
会
と
し 

て
お
名
前
を
掲
載
す
る 

可
・
否
を
通
信
欄
に
ご
記
入 

く
だ
さ
い 

 

  三陸の海を                               ２００５（平成１７）年 
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青
森
県
知
事
へ 

ア
ク
テ
ィ
ブ
試
験
開
始 

の
た
め
の
安
全
協
定
を 

結
ば
な
い
事
を
求
め
る 

署
名
開
始 

 

六
ヶ
所
再
処
理
工
場
に

つ
い
て
の
私
た
ち
の
要
請
署

名
は
、
短
期
間
に
六
千
人

近
く
集
ま
り
、
九
月
県
議

会
中
に
増
田
知
事
と
伊
藤

議
長
に
届
け
ら
れ
ま
し
た
。 

県
議
会
は
「
三
陸
の
海
を

放
射
能
か
ら
守
る
請
願
」
を

全
会
一
致
で
採
択
し
、
岩

手
県
民
へ
の
説
明
と
、
ア
ク

テ
イ
ブ
試
験
に
つ
い
て
慎
重

を
期
す
る
こ
と
、
三
陸
沿
岸

の
環
境
評
価
を
行
う
こ
と

を
青
森
県
と
原
燃
に
求
め

る
事
と
し
ま
し
た
。 

守
る
会
は
、
三
陸
の
海
を

守
る
た
め
に 

新
に
、
青
森

県
知
事
に
次
の
よ
う
な
要

請
署
名
を
提
起
し
ま
す
。 

「
三
陸
沿
岸
の
岩
手
県
民

の
理
解
が
得
ら
れ
る
ま
で
、

再
処
理
工
場
の
ア
ク
テ
ィ
ブ

試
験
操
業
開
始
の
た
め
の

安
全
協
定
を
結
ば
な
い
こ

と
」 

と
い
う
趣
旨
で
す
。
多

く
の
人
々
の
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。 

  

岩
手
県
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ 

「三
陸
の
海
を
守
る 

請
願
採
択
」を
報
道 

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
・
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
「
岩
手
県
議
会
」
を

開
く
と
九
月
県
議
会
の
報

告
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

《
採
択
さ
れ
た
請
願
》
の
欄

に
、
私
た
ち
の
会
の
「三
陸
の

海
を
放
射
能
か
ら
守
る
請

願
」
が
、
《
採
択
》
と
記
さ
れ

請
願
文
も
全
文
掲
載
さ
れ

て
い
ま
す
。 

さ
ら
に
、
《
映
像
と
音

声
》
で
、
十
月
三
日
の
本
会

議
の
様
子
が
分
か
り
ま
す
。

飯
澤
匡
委
員
長
は
「
環
境

福
祉
委
員
会
で
は
、
こ
の
問

題
は
科
学
的
知
識
が
要
求

さ
れ
充
分
精
査
す
る
た
め

継
続
審
議
と
す
る
べ
き
だ
と

の
意
見
と
、
県
民
の
不
安
に

応
え
る
た
め
時
期
を
逸
せ

ず
現
時
点
で
採
択
す
る
べ
き

だ
と
す
る
意
見
が
出
ま
し

た
。
採
決
の
結
果
、
全
会
一

致
で
採
択
と
決
定
し
ま
し

た
」
と
報
告
し
、
本
会
議
で

全
員
起
立
で
可
決
さ
れ
、

そ
の
時
の
動
画
映
像
が
流

さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

と
こ
ろ
で
、
こ
の
請
願
採

択
の
ニ
ュ
ー
ス
は
、
私
た
ち
の

知
る
限
り
、
今
の
と
こ
ろ
マ

ス
コ
ミ
各
社
は
報
道
し
て
い

ま
せ
ん
。
増
田
知
事
へ
の
要

請
行
動
は
切
り
離
し
て
報

道
さ
れ
て
い
ま
す
。
命
と
暮

ら
し
に
関
わ
る
請
願
が
県

議
会
で
採
択
さ
れ
た
と
い

う
大
き
な
ニ
ュ
ー
ス
を
県
内 

 

私
た
ち
の
質
問 

 
 

放
出
口
か
ら
の
海
流
は

ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。
海

底
土
、
海
産
物
へ
の
影
響
は
。

健
康
調
査
は
、
な
ど
。 

 

原
燃
回
答
要
約 

六
ヶ
所
村
前
面
の
、
「
放

射
線
量
の
最
大
に
な
る
地

点
で
の
放
射
線
の
量
は
年
間

約
０
．
０
０
３
１
ミ
リ
シ
ー
ベ

ル
ト
で
、
自
然
放
射
能
と
比

較
し
て
充
分
小
さ
い
」 

「
三

陸
沿
岸
で
の
予
測
は
行
っ
て

い
ま
せ
ん
が
」
拡
散
・
希
釈

さ
れ
放
射
線
量
は
さ
ら
に

低
く
な
る
。 

生
物
濃
縮
に
つ
い
て 

国

内
の
フ
ィ
ー
ル
ド
デ
ー
タ
に

よ
る
、
可
食
部
に
関
す
る
デ

ー
タ
を
使
用
し
た
安
全
評 

価
と
し
た
。 

排
水
に
当
た
っ
て
は
サ
ン

プ
リ
ン
グ
し
て
分
析
・
測
定

し
年
間
管
理
目
標
値
を
超

え
な
い
よ
う
に
放
出
す
る
。 

の
マ
ス
コ
ミ
が
報
道
し
な
い
の

は
本
当
に
不
思
議
な
こ
と

だ
と
い
う
疑
問
の
声
が
、
各

地
で
あ
が
っ
て
い
ま
す
。 

私
た
ち
の
批
判 

 

「
三
陸
沿
岸
で
の
予
測
を
行

っ
て
い
ま
せ
ん
が
・
・
」
で 

通

る
の
か
？ 

 

回
答
に
は
「
三
陸
沿
岸
で

の
予
測
は
行
っ
て
い
ま
せ
ん
」

と
明
記
さ
れ
、
従
っ
て
、
三

陸
の
海
の
地
図
や
諸
デ
ー

タ
は
な
い
。
「
六
ヶ
所
沿
岸
の

最
高
値
に
な
り
そ
う
な
場

所
で
０
．
０
０
３
１
ミ
リ
シ
ー

ベ
ル
ト
で
あ
る
」
と
答
え
て
い

る
が
、
こ
の
数
値
は
、
ト
リ

チ
ウ
ム
に
つ
い
て
工
場
周
辺

で
の
放
射
線
量
と
し
て
一
度

出
さ
れ
た
も
の
と
同
じ
数

値
で
あ
る
。
こ
れ
は
海
中
な

の
か
陸
上
な
の
か
？ 

 

こ
の
曖
昧
な
数
値
の
上
に

「
よ
り
遠
方
の
三
陸
沿
岸
な

ど
で
は
さ
ら
に
拡
散
・
希
釈

さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
放
射
線

の
量
は
さ
ら
に
低
く
な
り
ま

す
」
と
書
か
れ
、
三
陸
の
海

は
念
頭
に
な
い
よ
う
で
あ
り
、

誠
意
あ
る
回
答
と
は
思
わ

れ
れ
な
い
。 

 

実
際
に 

市
民
団
体
が
、

二
〇
〇
二
年
八
月
二
六
日 

に
六
カ
所
海
岸
沖
合
か
ら

流
し
た
一
万
枚
の
漂
流
調

査
ハ
ガ
キ
は
、
左
図
の
よ
う

に
、
三
陸
沿
岸
に
も
流
れ
着

い
て
い
る
。 

県
議
会
福
祉

環
境
常
任
委
員
会
で
の
審

議
で
も
出
さ
れ
た
よ
う
に
、 

リ
ア
ス
式
海
岸
に 

《
放
射

能
の
よ
ど
み
》
を
つ
く
っ
た
り
、

六
千
年
も
の
半
減
期
の
プ
ル

ト
ニ
ウ
ム
な
ど
の
蓄
積
が
続

く
こ
と
も
予
測
さ
れ
る
。 

放
射
能
濃
縮
に
つ
い
て 

過
小
評
価
で
は
な
い
か 

 

回
答
で
は
、
彼
ら
の
作
っ 

た
「
事
業
指
定
申
請
書
」
の

「
海
産
物
の
濃
縮
係
数
」
の

表
を
載
せ
て
い
る
。
魚
・
海

藻
・
貝
・
頭
足
・
甲
殻
類
に
つ

い
て
、
日
本
国
内
の
「
フ
ィ
ー

ル
ド
デ
ー
タ
」
を
重
視
し
選 

定
し
、
ヨ
ウ
素
、
プ
ル
ト
ニ
ウ

ム
な
ど
十
種
の
放
射
能
の
ベ

ク
レ
ル
比
が
示
さ
れ
て
い
る
。

し
か
し
例
え
ば
、
セ
シ
ウ
ム

の
魚
類
可
食
部
で
は 

三
〇

倍
と
な
っ
て
い
る
が
、
セ
ラ
フ

ィ
ー
ル
ド
周
辺
の
魚
で
は
最

大
値
一
八
〇
倍
の
デ
ー
タ

が
報
告
さ
れ
て
い
る
。
六
倍

の
開
き
が
あ
り
、
「
汚
染
現

地
」
で
の
も
っ
と
詳
細
な
デ

ー
タ
が
必
要
で
あ
る
。 

サ
ン
プ
ル
が
五
項
目
と
は 

 

 
 

放
流
前
貯
槽
か
ら
の
排

水
測
定
項
目
は
わ
ず
か
に

五
項
目
。
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
、
ウ

ラ
ン
、
ス
ト
ロ
ン
チ
ウ
ム
、
な

ど
の
核
種
は
測
定
項
目
に

な
い
。 

ア
ル
フ
ァ
ー
線
に
つ

い
て
も
実
際
に
は
測
定
は
極

め
て
困
難
で
あ
る
。 

 
 

 

三
陸
の
海
を
守
る
た
め
に
、

科
学
的
知
識
と
漁
民
の
経

験
を
総
動
員
し
て
、
疑
問
の

残
ら
な
い
環
境
影
響
評
価

を
行
う
必
要
が
あ
る
。 

日
本
原
燃
（
株
）
の
回
答 

 

要
点
と
そ
の
批
判
（２
） 

 
 
 

環
境
ア
セ
ス
メ
ン
ト
に
つ
い
て 

六
ヶ
所
海
岸
か
ら
流
し
た
一
万
枚
の
漂
流
ハ
ガ
キ
の 

 
 
 
 

到
達
海
岸 

 

（二
〇
〇
二
年
八
月
〜
一
二
月
実
施
） 


